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第 1 章 序論 
 




わが国の総人口は，2007 年（平成 19 年）から 2010 年（平成 22 年）まで 1.28 億人前
後で推移した状態であった．しかし，2010 年（平成 22 年以降）以降は，人口が年間で数
十万人減尐している人口減尐社会へ突入した（図 1.1）．まさに，毎年特例市レベルの都市
が消滅していると言っても過言ではない．50 年後には，昭和 20 年代の人口と同規模にな

































































































































































本論文は，8 章で構成され，論文の全体構成を表すフローチャートを図 1.5 に示す．具
体的な章節構成について，以下述べる． 


















































した．そして，今後の PPP による都市開発事業の合意形成システムを提示する． 
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年時点において，公民連携（PPP／PFI「Public Private Partnership/Private Finance 
Initiative」）事業の推進を政策の 1 つとして掲げており，これからのまちづくりの推進手
法として主流になることが予想される． 
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3.2.1 割れ窓理論の概要 1） 

























































































































































































































































































































































































































































































基礎自治体のうち，沿岸部に都市部がある市町（図 4.1）とする．表 4.2 は，津波による
被災者の傾向を把握するために，総務省統計局発表資料に基づく浸水域人口，岩手県災害
対策本部発表資料（2011 年 11 月 22 日現在）および宮城県災害対策本部発表資料（2011




県名 市町村名 浸水域人口 死者・行方不明者数 浸水域被災割合(%) 
岩手県 宮古市 18,378  643  3.50  
岩手県 大船渡市 19,073  511  2.68  
岩手県 釜石市 13,164  1,234  9.37  
岩手県 大槌町 11,915  1,788  15.01  
宮城県 石巻市 112,276  3,868  3.45  
宮城県 塩竈市 18,718  34  0.18  
宮城県 気仙沼市 40,331  1,394  3.46  
宮城県 名取市 12,155  970  7.98  
宮城県 多賀城市 17,144  189  1.10  
宮城県 東松島市 34,014  1,138  3.35  
宮城県 松島町 4,053  2  0.05  
宮城県 七ヶ浜町 9,149  75  0.82  
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なったところ該当大字が 1,132 箇所抽出することができた（図 4.3.1）．抽出した大字名称
について，4.3.2 で定義した地名キーワードと照合を行い，津波による被災地名の割合を算
























図 4.3.2 地名キーワードから照合した大字一覧 
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13
田 老 1 赤 崎 町 字 鳥 沢 開 北 2 丁 目 門 脇 字 本 草 園 前 1 新 田 本 郷 字 大 門 1 松 島 字 犬 田
田 老 1 大 船 渡 町 字 丸 森 1 水 明 北 2 丁 目 1 渡 波 字 根 岸 前 太 田 1 丁 目 本 郷 字 矢 口 1 松 島 字 仙 随
田 老 赤 崎 町 字 外 口 1 新 境 町 2 丁 目 1 川 口 町 2 丁 目 1 浜 町 1 丁 目 本 郷 字 町 田 1 松 島 字 犬 田
大 字 崎 山 第 4 地 割 赤 崎 町 字 長 崎 1 新 境 町 1 丁 目 1 三 河 町 1 字 浪 板 堀 内 字 北 竹 1 代 ヶ 崎 浜 字 塩 釜 港 区
大 字 崎 山 第 3 地 割 1 末 崎 町 字 船 河 原 開 北 1 丁 目 1 湊 町 4 丁 目 1 魚 町 3 丁 目 1 堀 内 字 亀 1 代 ヶ 崎 浜 字 西
大 字 崎 山 第 1 地 割 1 末 崎 町 字 石 浜 中 里 7 丁 目 1 湊 字 根 上 り 松 入 沢 堀 内 字 鶴 1 代 ヶ 崎 浜 字 八 ケ 森
大 字 崎 鍬 ケ 崎 第 1 3 地 割 末 崎 町 字 峰 岸 1 水 押 1 丁 目 鹿 妻 南 一 丁 目 陣 山 堀 内 字 梅 1 代 ヶ 崎 浜 字 前 島
大 字 崎 鍬 ケ 崎 第 1 5 地 割 末 崎 町 字 内 田 蛇 田 字 上 中 埣 鹿 妻 南 二 丁 目 三 日 町 1 丁 目 堀 内 字 南 1 代 ヶ 崎 浜 字 清 水
大 字 崎 鍬 ケ 崎 第 2 地 割 末 崎 町 字 神 坂 丸 井 戸 1 丁 目 鹿 妻 南 五 丁 目 八 日 町 1 丁 目 1 市 川 1 代 ヶ 崎 浜 字 影 田
大 字 重 茂 第 2 9 地 割 字 戸 ノ 崎 末 崎 町 字 山 岸 1 蛇 田 字 新 丸 井 戸 門 脇 町 4 丁 目 舘 山 1 丁 目 笠 神 1 丁 目 1 代 ヶ 崎 浜 字 土 浜
熊 野 町 1 末 崎 町 字 細 浦 蛇 田 字 久 七 前 1 門 脇 字 中 島 八 日 町 1 丁 目 笠 神 4 丁 目 1 代 ヶ 崎 浜 字 立 花
鍬 ケ 崎 1 末 崎 町 字 小 細 浦 1 蛇 田 字 新 埣 寺 塩 富 町 1 丁 目 1 魚 町 1 丁 目 丸 山 2 丁 目 1 代 ヶ 崎 浜 字 向 田
日 影 町 末 崎 町 字 中 野 1 蛇 田 字 新 西 境 谷 地 門 脇 町 3 丁 目 1 魚 町 1 丁 目 笠 神 5 丁 目 1 代 ヶ 崎 浜 字 新 北 待 田
蛸 の 浜 町 末 崎 町 字 平 林 中 里 5 丁 目 1 湊 字 伊 原 津 三 日 町 3 丁 目 丸 山 1 丁 目 1 吉 田 浜 字 神 明
日 立 浜 町 末 崎 町 字 鶴 巻 1 水 明 南 2 丁 目 重 吉 町 南 町 2 丁 目 1 鶴 ケ 谷 1 丁 目 1 吉 田 浜 字 沢 尻
山 根 町 1 末 崎 町 字 門 之 浜 蛇 田 字 中 埣 1 渡 波 字 念 仏 壇 笹 が 陣 大 代 3 丁 目 1 東 宮 浜 字 鶴 ケ 湊
横 町 末 崎 町 字 大 田 蛇 田 字 中 埣 1 渡 波 字 下 榎 壇 南 町 3 丁 目 大 代 4 丁 目 1 吉 田 浜 字 新 南 谷 地
鍬 ケ 崎 下 町 1 末 崎 町 字 高 清 水 中 里 6 丁 目 1 渡 波 字 黄 金 浜 舘 山 1 丁 目 1 鶴 ケ 谷 2 丁 目 1 代 ヶ 崎 浜 字 戸 畑
港 町 末 崎 町 字 山 根 1 水 明 北 1 丁 目 1 渡 波 字 栄 田 南 町 1 丁 目 大 代 2 丁 目 1 東 宮 浜 字 丑 山
緑 ケ 丘 末 崎 町 字 中 森 蛇 田 字 下 中 埣 1 伊 原 津 二 丁 目 1 港 町 大 代 5 丁 目 1 吉 田 浜 字 台
鍬 ケ 崎 仲 町 末 崎 町 字 小 中 井 大 橋 3 丁 目 門 脇 町 5 丁 目 本 町 1 丁 目 高 崎 1 代 ヶ 崎 浜 字 沢 ノ 上
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愛 宕 2 丁 目 末 崎 町 字 西 舘 中 里 2 丁 目 大 門 町 3 丁 目 1 字 大 浦 桜 木 2 丁 目 1 東 宮 浜 字 小 友
築 地 1 丁 目 1 末 崎 町 字 泊 里 中 里 1 丁 目 1 門 脇 字 中 島 南 町 1 丁 目 東 田 中 1 東 宮 浜 字 左 道
鍬 ケ 崎 上 町 鵜 住 居 町 蛇 田 字 閘 門 門 脇 字 鷲 塚 本 町 2 丁 目 大 代 1 丁 目 1 東 宮 浜 字 笠 岩
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黒 田 町 大 只 越 町 1 丁 目 1 元 倉 2 丁 目 1 渡 波 字 梨 木 畑 1 魚 市 場 前 桜 木 1 丁 目 1 東 宮 浜 字 御 林
光 岸 地 天 神 町 蛇 田 字 大 埣 鹿 妻 南 三 丁 目 1 字 小 々 汐 栄 4 丁 目 1 吉 田 浜 字 寺 山
築 地 2 丁 目 1 浜 町 3 丁 目 大 橋 2 丁 目 1 渡 波 字 花 立 山 本 郷 高 橋 4 丁 目 1 吉 田 浜 字 大 豆 沢
新 川 町 大 只 越 町 2 丁 目 1 新 橋 伊 勢 町 1 田 谷 八 幡 2 丁 目 1 東 宮 浜 字 小 畑
栄 町 1 大 渡 町 3 丁 目 1 元 倉 1 丁 目 鹿 妻 南 四 丁 目 幸 町 3 丁 目 八 幡 1 東 宮 浜 字 西 大 木
向 町 駒 木 町 東 中 里 2 丁 目 1 南 浜 町 4 丁 目 幸 町 1 丁 目 桜 木 3 丁 目 1 東 宮 浜 字 要 害
末 広 町 東 前 町 1 蛇 田 字 金 津 町 1 渡 波 字 祝 田 仲 町 1 丁 目 栄 2 丁 目 1 吉 田 浜 字 浜 屋 敷
大 通 1 丁 目 1 浜 町 2 丁 目 南 中 里 1 丁 目 潮 見 町 幸 町 4 丁 目 町 前 3 丁 目 1 吉 田 浜 字 東 君 ケ 岡
大 通 4 丁 目 1 浜 町 1 丁 目 南 中 里 2 丁 目 1 南 浜 町 3 丁 目 1 字 二 ノ 浜 高 橋 5 丁 目 1 吉 田 浜 字 西 君 ケ 岡
大 通 2 丁 目 只 越 町 3 丁 目 南 中 里 3 丁 目 大 門 町 4 丁 目 1 字 三 ノ 浜 町 前 2 丁 目 遠 山 5 丁 目
宮 町 1 丁 目 鈴 子 町 1 湊 字 藤 の 巻 1 湊 字 筒 場 弁 天 町 1 丁 目 八 幡 1 丁 目 1 花 渕 浜 字 舘 下
大 通 3 丁 目 大 町 3 丁 目 南 中 里 4 丁 目 1 渡 波 町 2 丁 目 字 常 楽 明 月 2 丁 目 1 花 渕 浜 字 上 ノ 山
藤 原 1 丁 目 只 越 町 2 丁 目 東 中 里 1 丁 目 松 並 1 丁 目 本 郷 明 月 1 丁 目 1 東 宮 浜 字 吉 子
南 町 大 町 2 丁 目 字 横 堤 1 南 浜 町 2 丁 目 内 の 脇 1 丁 目 町 前 1 丁 目 1 花 渕 浜 字 寺 坂
藤 原 2 丁 目 1 魚 河 岸 貞 山 5 丁 目 緑 町 1 丁 目 弁 天 町 2 丁 目 町 前 4 丁 目 1 花 渕 浜 字 大 山
藤 原 3 丁 目 只 越 町 1 丁 目 1 蛇 田 字 新 東 前 沼 1 川 口 町 3 丁 目 字 常 楽 栄 3 丁 目 1 花 渕 浜 字 三 月 田
藤 原 上 町 1 釜 石 湾 1 蛇 田 字 新 谷 地 前 松 並 2 丁 目 潮 見 町 宮 内 2 丁 目 1 吉 田 浜 字 野 山
小 山 田 1 丁 目 大 町 1 丁 目 不 動 町 2 丁 目 1 南 浜 町 1 丁 目 南 郷 栄 4 丁 目 1 花 渕 浜 字 新 三 月 田
磯 鶏 石 崎 1 港 町 2 丁 目 住 吉 町 2 丁 目 1 湊 字 筒 場 内 の 脇 2 丁 目 宮 内 1 丁 目 境 山 2 丁 目
磯 鶏 西 1 大 渡 町 2 丁 目 1 蛇 田 字 上 前 沼 緑 町 2 丁 目 田 中 前 1 丁 目 1 赤 井 字 中 浦 1 花 渕 浜 字 観 音 堂
磯 鶏 沖 鈴 子 町 1 渡 波 字 際 1 浜 松 町 潮 見 町 2 丁 目 赤 井 字 上 1 番 1 花 渕 浜 字 五 月 田
上 村 1 丁 目 1 大 渡 町 1 丁 目 旭 町 1 渡 波 町 3 丁 目 南 郷 1 赤 井 字 川 前 四 1 花 渕 浜 字 古 舘
磯 鶏 1 丁 目 大 字 平 田 1 清 水 町 1 丁 目 1 渡 波 字 浜 曽 根 の 壱 神 山 赤 井 字 横 関 1 花 渕 浜 字 三 月 田
实 田 1 丁 目 1 港 町 1 丁 目 駅 前 北 通 り 1 丁 目 明 神 町 2 丁 目 内 の 脇 3 丁 目 1 赤 井 字 本 谷 1 花 渕 浜 字 大 石 廻
大 字 磯 鶏 第 4 地 割 松 原 町 3 丁 目 1 蛇 田 字 新 下 前 沼 明 神 町 1 丁 目 田 中 前 3 丁 目 1 赤 井 字 新 館 前 1 花 渕 浜 字 谷 地
磯 鶏 2 丁 目 嬉 石 町 2 丁 目 田 道 町 2 丁 目 1 渡 波 字 浜 曽 根 山 1 川 口 町 1 丁 目 1 赤 井 字 川 前 四 遠 山 4 丁 目
神 林 松 原 町 1 丁 目 駅 前 北 通 り 2 丁 目 1 魚 町 3 丁 目 1 字 赤 岩 港 赤 井 字 南 二 1 花 渕 浜 字 安 場
大 字 重 茂 第 2 5 地 割 字 小 平 松 原 町 2 丁 目 駅 前 北 通 り 3 丁 目 大 宮 町 1 字 赤 岩 杉 ノ 沢 小 松 字 前 田 1 花 渕 浜 字 塚 田
磯 鶏 3 丁 目 嬉 石 町 3 丁 目 1 渡 波 字 山 崎 雲 雀 野 町 1 丁 目 1 字 赤 岩 港 1 赤 井 字 川 前 5 番 1 花 渕 浜 字 寺 前
白 浜 嬉 石 町 1 丁 目 駅 前 北 通 り 4 丁 目 雲 雀 野 町 2 丁 目 1 字 赤 岩 牧 沢 小 松 字 塚 田 遠 山 3 丁 目
藤 の 川 大 平 町 4 丁 目 錦 町 1 湊 字 須 賀 松 1 字 赤 岩 港 大 曲 字 堰 北 1 花 渕 浜 字 洗 崎
大 字 重 茂 第 2 3 地 割 字 向 ケ 沢 大 平 町 3 丁 目 1 字 南 谷 地 1 魚 町 2 丁 目 1 字 外 浜 1 赤 井 字 川 前 三 1 花 渕 浜 字 新 清 水 沢
高 浜 1 丁 目 唐 丹 町 田 道 町 1 丁 目 松 原 町 字 赤 岩 五 駄 鱈 1 小 松 字 上 砂 利 田 1 花 渕 浜 字 向 山
高 浜 3 丁 目 大 槌 貞 山 4 丁 目 1 大 字 桃 浦 1 字 松 崎 浦 田 赤 井 字 有 明 1 花 渕 浜 字 上 清 水 沢
高 浜 2 丁 目 小 鎚 貞 山 2 丁 目 1 魚 町 1 丁 目 1 字 松 崎 北 沢 赤 井 字 南 栄 町 1 花 渕 浜 字 四 月 田
高 浜 4 丁 目 吉 里 吉 里 第 8 地 割 門 脇 字 青 葉 東 幸 町 1 字 松 崎 浦 田 赤 井 字 南 二 1 花 渕 浜 字 白 坂
大 字 金 浜 吉 里 吉 里 3 丁 目 不 動 町 1 丁 目 1 長 浜 町 1 字 亀 山 1 赤 井 字 南 新 町 1 花 渕 浜 字 堤 谷
大 字 音 部 第 1 地 割 字 谷 地 頭 大 ヶ 口 1 丁 目 住 吉 町 1 丁 目 1 大 字 桃 浦 1 字 松 崎 浦 田 赤 井 字 南 一 1 汐 見 台 6 丁 目
大 字 赤 前 第 1 5 地 割 吉 里 吉 里 2 丁 目 門 脇 字 青 葉 西 1 西 浜 町 字 磯 草 1 赤 井 字 川 前 4 番 1 花 渕 浜 字 祭 田
大 字 音 部 第 1 地 割 字 谷 地 頭 吉 里 吉 里 1 丁 目 貞 山 3 丁 目 1 渡 波 字 佐 須 字 松 崎 五 駄 鱈 赤 井 字 南 一 1 花 渕 浜 字 後 田
大 字 津 軽 石 第 3 地 割 末 広 町 千 石 町 1 大 字 折 浜 1 字 松 崎 片 浜 1 赤 井 字 川 前 一 1 花 渕 浜 字 小 塚
大 字 津 軽 石 第 4 地 割 1 安 渡 1 丁 目 1 門 脇 字 四 番 谷 地 1 大 字 小 竹 浜 1 字 松 崎 片 浜 1 赤 井 字 川 前 二 1 花 渕 浜 字 天 神 堂
大 字 津 軽 石 第 1 地 割 1 新 町 鋳 銭 場 1 大 字 寄 磯 浜 1 字 松 崎 高 谷 1 赤 井 字 新 川 前 1 汐 見 台 3 丁 目
大 字 赤 前 第 1 3 地 割 1 安 渡 2 丁 目 西 山 町 1 大 字 月 浦 字 大 初 平 1 赤 井 字 南 新 町 1 吉 田 浜 字 中 山 ノ 田
大 字 赤 前 第 1 0 地 割 上 町 1 門 脇 字 二 番 谷 地 1 大 字 鮫 浦 1 字 浦 の 浜 1 赤 井 字 新 川 前 1 花 渕 浜 字 笹 山
大 字 津 軽 石 第 2 地 割 大 町 穀 町 1 大 字 荻 浜 字 松 崎 尾 崎 1 赤 井 字 川 前 二 1 花 渕 浜 字 山 ノ 神
大 字 赤 前 第 9 地 割 本 町 貞 山 1 丁 目 1 大 字 侍 浜 字 松 崎 上 赤 田 大 曲 字 堰 ノ 内 南 1 花 渕 浜 字 高 山
大 字 重 茂 第 1 地 割 字 西 大 舘 1 安 渡 3 丁 目 山 下 町 1 丁 目 1 大 字 寄 磯 浜 1 字 岩 月 宝 ケ 沢 大 曲 字 寺 前 1 東 宮 浜 字 新 下 田
大 字 津 軽 石 第 4 地 割 桜 木 町 1 門 脇 字 三 番 谷 地 1 大 字 小 積 浜 字 外 畑 大 曲 字 貝 田 1 花 渕 浜 字 表 浜 一
大 字 重 茂 第 1 地 割 字 西 大 舘 1 新 港 町 1 湊 字 鳥 井 崎 1 大 字 谷 川 浜 1 字 岩 月 宝 ケ 沢 1 矢 本 字 作 田 浦 1 花 渕 浜 字 浜 沼
大 字 津 軽 石 第 1 地 割 須 賀 町 1 流 留 字 赤 坂 1 大 字 泊 浜 字 田 尻 1 矢 本 字 大 溜 遠 山 1 丁 目
大 字 赤 前 第 2 地 割 1 赤 浜 2 丁 目 1 流 留 字 町 1 大 字 牧 浜 1 字 岩 月 台 ノ 沢 大 曲 字 堰 ノ 内 南 1 汐 見 台 1 丁 目
大 字 津 軽 石 第 4 地 割 1 港 町 1 渡 波 字 際 前 1 大 字 竹 浜 字 廻 舘 1 矢 本 字 大 溜 1 花 渕 浜 字 社 敷 場
大 字 津 軽 石 第 5 地 割 栄 町 中 央 3 丁 目 1 大 字 福 貴 浦 字 廻 舘 1 矢 本 字 下 浦 1 菖 蒲 田 浜 字 新 東 原
大 字 津 軽 石 第 5 地 割 1 赤 浜 1 丁 目 八 幡 町 2 丁 目 1 大 字 小 網 倉 浜 字 最 知 北 最 知 大 曲 字 堰 ノ 内 南 1 花 渕 浜 字 金 色
大 字 津 軽 石 第 4 地 割 1 赤 浜 3 丁 目 1 門 脇 字 一 番 谷 地 1 大 字 清 水 田 浜 1 字 最 知 荒 沢 1 矢 本 字 大 溜 1 菖 蒲 田 浜 字 新 大 谷 地
大 字 津 軽 石 第 6 地 割 1 十 三 浜 末 広 町 1 大 字 狐 崎 浜 1 字 浅 根 1 矢 本 字 町 浦 1 松 ヶ 浜 字 上 納
大 字 津 軽 石 第 5 地 割 1 女 川 立 町 1 丁 目 1 大 字 狐 崎 浜 字 長 磯 大 窪 1 矢 本 字 上 河 戸 1 花 渕 浜 字 表 浜 二
大 字 津 軽 石 第 9 地 割 長 面 立 町 2 丁 目 1 大 字 大 原 浜 1 字 長 磯 鳥 子 沢 大 曲 字 寺 前 1 花 渕 浜 字 誰 道
大 字 津 軽 石 第 1 0 地 割 1 釜 谷 1 字 南 谷 地 1 大 字 十 八 成 浜 字 中 山 大 曲 字 堺 堀 1 汐 見 台 南 1 丁 目
大 字 重 茂 第 9 地 割 字 大 平 皿 貝 1 流 留 字 善 性 寺 1 大 字 新 山 浜 字 中 山 1 矢 本 字 町 浦 1 菖 蒲 田 浜 字 東 原
大 字 重 茂 第 1 0 地 割 字 姉 吉 尾 ノ 崎 字 弘 象 1 門 脇 字 五 番 谷 地 1 大 字 給 分 浜 1 字 長 磯 七 半 沢 大 曲 字 堺 堀 1 菖 蒲 田 浜 字 新 糠 塚
大 字 重 茂 第 1 6 地 割 字 石 浜 長 尾 羽 黒 町 1 丁 目 1 大 字 給 分 浜 字 長 磯 牧 通 1 矢 本 字 町 浦 1 菖 蒲 田 浜 字 新 小 塚
大 字 重 茂 第 2 1 地 割 字 川 代 1 橋 浦 中 央 2 丁 目 1 大 字 鮎 川 浜 1 字 波 路 上 内 田 1 大 曲 字 横 沼 1 花 渕 浜 字 長 須 賀
三 陸 町 吉 浜 字 千 歳 馬 鞍 山 下 町 2 丁 目 1 大 字 鮎 川 浜 1 字 波 路 上 後 原 矢 本 字 関 ノ 内 1 菖 蒲 田 浜 字 切 通
三 陸 町 吉 浜 字 根 白 大 字 名 振 1 湊 字 田 町 1 大 字 田 代 浜 字 大 泊 1 字 波 路 上 向 原 1 矢 本 字 作 田 浦 1 菖 蒲 田 浜 字 獅 子 前
三 陸 町 吉 浜 字 根 白 1 中 島 字 石 湊 1 流 留 字 沖 六 句 1 大 字 田 代 浜 字 内 山 1 字 波 路 上 崎 野 矢 本 字 関 ノ 内 1 汐 見 台 南 2 丁 目
三 陸 町 吉 浜 字 上 野 大 字 船 越 1 渡 波 字 鹿 松 1 大 字 網 地 浜 1 字 波 路 上 原 1 矢 本 字 作 田 浦 1 菖 蒲 田 浜 字 韮 ケ 森
三 陸 町 越 喜 来 字 小 出 長 面 1 流 留 字 原 1 大 字 長 渡 浜 1 字 波 路 上 杉 の 下 矢 本 字 裏 町 1 松 ヶ 浜 字 下 大 久 保
三 陸 町 吉 浜 字 上 野 針 岡 字 山 下 1 門 脇 字 中 浦 1 浦 戸 朴 島 閖 上 字 太 子 堂 1 矢 本 字 町 浦 1 松 ヶ 浜 字 新 林 崎
三 陸 町 吉 浜 字 中 井 1 中 島 字 和 泉 沢 畑 1 番 1 中 瀬 1 浦 戸 朴 島 1 閖 上 字 鍋 沼 1 矢 本 字 作 田 浦 1 松 ヶ 浜 字 林 崎
三 陸 町 越 喜 来 字 小 出 成 田 字 小 塚 1 渡 波 字 小 法 師 1 浦 戸 朴 島 高 柳 字 皇 檀 原 矢 本 字 二 反 走 1 松 ヶ 浜 字 謡
三 陸 町 越 喜 来 字 杉 下 福 地 字 国 土 八 幡 町 1 丁 目 1 浦 戸 寒 風 沢 高 柳 字 中 北 田 1 矢 本 字 河 戸 1 菖 蒲 田 浜 字 作 田
三 陸 町 越 喜 来 字 烏 頭 福 地 字 町 1 流 留 字 赤 坂 前 1 浦 戸 朴 島 閖 上 仏 文 寺 矢 本 字 栄 町 1 湊 浜 字 舛 形
三 陸 町 越 喜 来 字 大 平 1 相 野 谷 字 舘 平 1 湊 字 鹿 妻 1 浦 戸 野 々 島 高 柳 字 辻 矢 本 字 不 動 前 1 菖 蒲 田 浜 字 化 粧 石
三 陸 町 越 喜 来 字 泊 1 中 野 字 龍 源 寺 山 中 央 1 丁 目 1 浦 戸 野 々 島 1 小 塚 原 字 沢 目 1 矢 本 字 河 戸 1 汐 見 台 南
三 陸 町 越 喜 来 字 肥 ノ 田 針 岡 字 姥 懐 1 門 脇 字 元 浦 屋 敷 字 石 田 閖 上 1 丁 目 矢 本 字 一 本 杉 1 菖 蒲 田 浜 字 中 田
三 陸 町 越 喜 来 字 甫 嶺 中 野 字 的 場 1 流 留 字 家 の 前 字 杉 の 入 裏 小 塚 原 字 田 中 大 曲 1 菖 蒲 田 浜 字 長 砂
赤 崎 町 字 沢 田 福 地 字 加 茂 崎 1 垂 水 町 3 丁 目 1 字 越 ノ 浦 1 閖 上 字 新 鶴 塚 1 矢 本 字 蜂 谷 浦 1 菖 蒲 田 浜 字 牛 保 美
三 陸 町 越 喜 来 字 甫 嶺 大 字 雄 勝 1 流 留 字 内 田 青 葉 ケ 丘 閖 上 字 昭 和 矢 本 字 野 中 1 菖 蒲 田 浜 字 西 峠 下
猪 川 町 字 中 井 沢 大 字 明 神 1 流 留 字 一 番 囲 1 浦 戸 桂 島 閖 上 字 鶴 塚 矢 本 字 板 取 1 菖 蒲 田 浜 字 和 田
赤 崎 町 字 中 井 大 字 大 須 門 脇 字 三 ツ 股 1 越 の 浦 1 丁 目 閖 上 2 丁 目 大 曲 字 土 手 下 南 1 菖 蒲 田 浜 字 韮 ケ 森
盛 町 字 東 町 1 中 島 字 川 前 畑 1 番 1 門 脇 字 新 館 杉 の 入 4 丁 目 閖 上 字 庚 申 塚 1 矢 本 字 南 浦 1 松 ヶ 浜 字 謡
赤 崎 町 字 諏 訪 前 大 字 三 輪 田 字 久 根 前 上 1 流 留 字 七 勺 1 越 の 浦 2 丁 目 大 曲 字 藤 木 1 矢 本 字 弘 法 1 菖 蒲 田 浜 字 東 峠 下
盛 町 字 町 針 岡 字 中 道 門 脇 字 築 山 1 新 浜 町 3 丁 目 閖 上 3 丁 目 小 野 字 裏 丁 1 菖 蒲 田 浜 字 久 保
盛 町 字 み ど り 町 1 大 字 小 島 門 脇 字 上 野 町 杉 の 入 3 丁 目 閖 上 4 丁 目 大 曲 字 下 台 1 松 ヶ 浜 字 中 山
赤 崎 町 字 佐 野 1 大 字 大 浜 門 脇 字 東 上 野 町 1 浦 戸 石 浜 大 曲 字 八 幡 大 曲 字 土 手 下 南 1 菖 蒲 田 浜 字 橋 元
盛 町 字 東 町 裏 1 相 野 谷 字 手 摺 窪 1 垂 水 町 2 丁 目 楓 町 3 丁 目 牛 野 矢 本 字 蛭 坪 1 湊 浜 字 砂 場
三 陸 町 綾 里 字 小 石 浜 1 相 野 谷 字 旧 会 所 脇 双 葉 町 1 藤 倉 2 丁 目 小 塚 原 字 東 中 塚 大 曲 字 下 台 1 菖 蒲 田 浜 字 石 畑
赤 崎 町 字 後 ノ 入 大 字 三 輪 田 字 竹 ノ 迫 1 流 留 字 沖 1 藤 倉 3 丁 目 閖 上 7 丁 目 小 野 字 町 1 湊 浜 字 砂 山
盛 町 字 舘 下 小 船 越 字 下 稲 荷 1 泉 町 1 丁 目 1 新 浜 町 1 丁 目 下 余 田 字 木 戸 大 曲 字 下 台 1 菖 蒲 田 浜 字 牛 ノ 鼻 木
盛 町 字 内 ノ 目 1 大 字 立 浜 門 脇 字 中 屋 敷 1 藤 倉 1 丁 目 閖 上 字 東 場 牛 網 字 駅 前 1 丁 目 1 松 ヶ 浜 字 笹 山
盛 町 字 宇 津 野 沢 1 相 野 谷 字 川 前 1 泉 町 4 丁 目 1 北 浜 4 丁 目 閖 上 字 東 須 賀 小 野 字 町 裏 1 菖 蒲 田 浜 字 林 合
盛 町 字 中 道 下 小 船 越 字 舟 形 吉 野 町 1 丁 目 一 森 山 1 小 塚 原 字 東 遠 泉 大 曲 字 下 台 1 菖 蒲 田 浜 字 浜 伊 場
盛 町 字 馬 場 大 字 三 輪 田 字 堀 ノ 内 1 湊 字 御 所 入 1 北 浜 3 丁 目 1 下 余 田 字 鹿 島 大 曲 字 上 台 1 菖 蒲 田 浜 字 諏 訪 前
盛 町 字 御 山 下 1 相 野 谷 字 飯 野 川 町 1 渡 波 字 栗 林 1 北 浜 2 丁 目 閖 上 6 丁 目 矢 本 字 穴 尻 1 菖 蒲 田 浜 字 招 又
赤 崎 町 字 石 橋 前 1 大 字 熊 沢 門 脇 町 1 丁 目 1 北 浜 1 丁 目 閖 上 5 丁 目 小 野 字 裏 丁 1 湊 浜 字 熊 野
盛 町 字 下 舘 下 1 大 字 三 輪 田 字 上 新 田 日 和 が 丘 1 丁 目 西 町 大 曲 字 古 舘 1 矢 本 字 下 立 沼 前 1 松 ヶ 浜 字 西 沢 田
赤 崎 町 字 跡 浜 1 大 字 水 浜 1 湊 町 1 丁 目 宮 町 小 塚 原 字 遠 東 大 曲 1 菖 蒲 田 浜 字 向 山
大 船 渡 町 字 砂 森 1 大 字 桑 浜 1 湊 字 立 石 1 海 岸 通 1 小 塚 原 字 汐 入 1 浅 井 1 松 ヶ 浜 字 待 井
大 船 渡 町 字 地 ノ 森 大 字 大 森 字 青 ケ 崎 土 手 外 1 湊 字 鹿 妻 山 1 港 町 1 丁 目 下 増 田 字 鶴 巻 前 牛 網 字 西 中 浮 足 1 菖 蒲 田 浜 字 後 田
三 陸 町 綾 里 字 砂 子 浜 1 大 字 分 浜 1 門 脇 字 浦 屋 敷 貞 山 通 1 丁 目 下 増 田 字 丁 地 大 塚 字 大 塚 1 松 ヶ 浜 字 東 沢 田
大 船 渡 町 字 富 沢 真 野 1 流 留 字 二 番 囲 1 港 町 2 丁 目 増 田 字 関 下 野 蒜 字 上 野 蒜 1 松 ヶ 浜 字 神 明 裏
三 陸 町 綾 里 字 宮 野 鹿 又 鹿 妻 北 二 丁 目 尾 島 町 下 増 田 字 六 角 前 1 浜 市 字 新 田 1 菖 蒲 田 浜 字 宅 地
大 船 渡 町 字 新 田 須 江 字 欠 門 脇 字 三 軒 屋 貞 山 通 2 丁 目 下 増 田 字 前 干 揚 1 浜 市 字 白 萩 1 菖 蒲 田 浜 字 堤 渕
赤 崎 町 字 大 洞 大 字 東 福 田 門 脇 字 西 三 軒 屋 本 町 下 増 田 字 熊 野 野 蒜 字 北 余 景 1 湊 浜 字 上 ノ 山
大 船 渡 町 鹿 又 鹿 妻 北 三 丁 目 1 泉 ケ 岡 杉 ケ 袋 字 寺 野 1 野 蒜 字 亀 岡 1 松 ヶ 浜 字 後 田
大 船 渡 町 字 赤 沢 鹿 又 字 嘉 右 衛 門 堀 門 脇 字 元 捨 喰 貞 山 通 3 丁 目 増 田 字 大 畔 大 塚 字 長 石 1 湊 浜 字 弁 天
三 陸 町 綾 里 字 白 浜 南 境 1 垂 水 町 1 丁 目 旭 町 増 田 字 猫 塚 1 新 東 名 1 松 ヶ 浜 字 神 明 前
大 船 渡 町 字 台 大 瓜 門 脇 字 元 明 神 1 中 の 島 下 増 田 字 大 橋 本 野 蒜 字 南 余 景 1 松 ヶ 浜 字 浜 屋 敷
赤 崎 町 字 生 形 1 蛇 田 字 沼 向 1 渡 波 字 旭 ケ 浦 南 町 1 飯 野 坂 字 南 沖 大 塚 字 長 石 1 松 ヶ 浜 字 長 根
赤 崎 町 字 山 口 1 蛇 田 字 新 刈 場 門 脇 字 本 草 園 1 新 富 町 1 下 増 田 字 耕 谷 大 塚 字 東 名 1 松 ヶ 浜
大 船 渡 町 字 茶 屋 前 1 蛇 田 字 新 山 崎 宜 山 町 舟 入 1 丁 目 1 下 増 田 字 広 浦 宮 戸 字 宮 田
大 船 渡 町 字 明 神 前 1 沼 津 1 湊 町 2 丁 目 錦 町 飯 野 坂 字 小 揚 場 1 宮 戸 字 室 浜
大 船 渡 町 字 野 々 田 須 江 字 中 埣 1 流 留 字 三 番 囲 1 佐 浦 町 下 増 田 字 台 林 宮 戸 字 里
大 船 渡 町 字 笹 崎 1 沢 田 鹿 妻 本 町 舟 入 2 丁 目 1 杉 ケ 袋 字 前 沖 宮 戸 字 村
赤 崎 町 字 大 立 蛇 田 字 福 村 北 門 脇 字 捨 喰 花 立 町 杉 ケ 袋 字 懸 向 1 宮 戸 字 大 浜
赤 崎 町 字 永 浜 井 内 1 流 留 字 五 性 橋 牛 生 町 下 増 田 字 北 原 西 宮 戸 字 村
三 陸 町 綾 里 字 大 畑 野 向 陽 町 2 丁 目 塩 富 町 2 丁 目 芦 畔 町 植 松 字 入 生 手 樽 字 才 ノ 神
大 船 渡 町 字 永 沢 1 新 栄 1 丁 目 吉 野 町 2 丁 目 字 東 中 才 杉 ケ 袋 字 尻 田 村 手 樽
三 陸 町 綾 里 字 岩 崎 開 北 4 丁 目 1 川 口 町 1 丁 目 字 西 八 幡 前 下 増 田 字 北 原 東 手 樽 字 早 坂
三 陸 町 綾 里 字 岩 崎 1 蛇 田 字 西 境 谷 地 日 和 が 丘 2 丁 目 字 西 中 才 1 杉 ケ 袋 字 新 田 北 裏 1 磯 崎 字 洞
三 陸 町 綾 里 字 岩 崎 1 新 栄 2 丁 目 門 脇 町 2 丁 目 字 東 中 才 下 増 田 字 西 経 塚 1 手 樽 字 柿 ノ 浦
赤 崎 町 字 清 水 蛇 田 字 五 軒 屋 敷 前 南 光 町 2 丁 目 字 東 八 幡 前 植 松 字 田 野 部 1 手 樽 字 鵜 の 島
三 陸 町 綾 里 字 岩 崎 1 蛇 田 字 新 下 沼 1 伊 原 津 一 丁 目 字 蔵 底 植 松 字 宮 下 字 帰 命 院 下 一
赤 崎 町 字 合 足 1 水 押 2 丁 目 1 湊 字 大 門 崎 山 1 中 み な と 町 1 植 松 字 宮 島 1 手 樽 字 新 田
大 船 渡 町 字 下 平 1 蛇 田 字 新 沼 田 吉 野 町 3 丁 目 1 東 み な と 町 下 増 田 字 南 原 1 磯 崎 字 西 ノ 浜
三 陸 町 綾 里 字 石 浜 開 北 3 丁 目 鹿 妻 北 一 丁 目 1 中 み な と 町 植 松 字 錦 田 磯 崎 字 長 田
三 陸 町 綾 里 字 港 向 陽 町 1 丁 目 1 渡 波 字 新 沼 1 新 浜 町 1 丁 目 本 郷 字 東 六 軒 1 高 城 字 浜
三 陸 町 綾 里 字 田 浜 上 1 蛇 田 字 新 西 境 谷 地 1 湊 町 3 丁 目 錦 町 1 丁 目 1 植 松 字 新 橋 磯 崎 字 磯 崎
大 船 渡 町 字 砂 子 前 大 橋 1 丁 目 後 生 橋 錦 町 2 丁 目 下 増 田 字 屋 敷 1 松 島 字 道 珍 浜
三 陸 町 綾 里 字 小 路 1 水 押 3 丁 目 1 宇 田 川 町 栄 町 1 下 増 田 字 相 ノ 谷 地 1 松 島 字 町 内
大 船 渡 町 字 宮 ノ 前 根 岸 門 脇 字 明 神 1 新 浜 町 1 丁 目 本 郷 字 三 合 田 1 松 島 字 陰 ノ 浜
大 船 渡 町 字 下 船 渡 丸 井 戸 2 丁 目 南 光 町 1 丁 目 1 本 浜 町 2 丁 目 1 下 増 田 字 小 沼 1 松 島 字 普 賢 堂


























































































































































岩手県 宮古市 125 835 85.0% 
岩手県 大船渡市 9 170 94.7% 
岩手県 釜石市 19 169 88.8% 
岩手県 大槌町 12 62 80.7% 
宮城県 石巻市 93 500 81.4% 
宮城県 塩竈市 3 80 96.3% 
宮城県 気仙沼市 26 233 88.8% 
宮城県 名取市 28 135 79.3% 
宮城県 多賀城市 5 66 92.4% 
宮城県 東松島市 32 119 73.1% 
宮城県 松島町 1 70 98.6% 
宮城県 七ヶ浜町 4 32 87.5% 











表 4.4.2 神社仏閣非浸水率 
標高 神社仏閣数 全体の占める割合 
0m 以上 5m 未満 307 12.4% 
5m 以上 10m 未満 427 17.3% 
10m 以上 15m 未満 193 7.8% 
15m 以上 20m 未満 221 8.9% 
20m 以上 25m 未満 175 7.1% 
25m 以上 30m 未満 145 5.9% 
30m 以上 50m 未満 343 13.9% 
50m 以上 100m 未満 291 11.8% 
100m 以上 500m 未満 336 13.6% 












図 4.4.1 宮古市域の神社仏閣の空間構成 
 




図 4.4.3 大船渡市域の神社仏閣の空間構成 
 
 




図 4.4.5 釜石市域の神社仏閣の空間構成 
 
 




図 4.4.7 大槌町域の神社仏閣の空間構成 
 
 




図 4.4.9 石巻市域の神社仏閣の空間構成 
 
 




図 4.4.11 塩竃市域の神社仏閣の空間構成 
 
 




図 4.4.13 多賀城市域の神社仏閣の空間構成 
 
 




図 4.4.14 七ヶ浜町域の神社仏閣の空間構成 
 
 




図 4.4.16 気仙沼市域の神社仏閣の空間構成 
 
 




図 4.4.18 名取市域の神社仏閣の空間構成 
 
 




図 4.4.19 東松島市域の神社仏閣の空間構成 
 
 




図 4.4.20 松島町域の神社仏閣の空間構成 
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わが国の自動車保有台数の総数は，平成 26 年 3 月末時点で約 8,000 万台，うち乗用車












































































































図 5.2 CO2排出量対策に関する実態・意向調査 
 
  



















































図 5.3 インターネットサービスの利用実態調査 
 
 
図 5.4 スマートフォンの利用実態調査 
 
  



































する意向を表 5.2 に示すとおり抽出した． 
 
表 5.2 態度変容サービスの受容性調査 
サービス機能 サービス概要 利用希望率（%） 
（N=988） 
渋滞確認 ・地域内主要道路の渋滞が正しく確認できる 90.3 
目的地到着時間 ・交通現況を考慮した到着時間と経路を探索できる 87.3 
活動報酬 ・排出量削減活動に伴い，活動報酬が提供される 85.8 
排出量可視化 ・地域内の CO2排出量が正しく確認できる 76.8 
排出量計測 ・交通別に CO2排出量が正しく確認できる 76.6 




































5.4 地域住民の態度変容に関する社会実験 3)~7) 
 









おける CO2 削減に関する取り組み姿勢を鮮明にしている．柏市は，2008 年には地球温暖






















を利用している 18～69 歳の地域住民であり，対象地域別の回答者の年齢構成は表 5.3
に示す通りである．  
 
表 5.3 地域別回答者の年齢構成 
年代 自治体名 
柏 松戸 流山 我孫子 野田 3 市 
20 代 103 22 18 15 8 17 
30 代 145 30 25 20 11 26 
40 代 116 24 21 17 9 21 
50 代 114 22 19 153 8 18 
60 代 96 28 23 19 10 23 
合計 574 126 106 86 46 105 
※1 3 市とは鎌ヶ谷市・白井市・印西市であり，当該地域は， 
1 地域として集計している． 




































































A 群に対しては 1g の CO2削減に対するポイント付与レートを 0.10 円/g-CO2とし，一方 B
群のレートは 0.05 円/g-CO2とした． 





表 5.4 実験概要 
被験者 131 名 





















































結果については表 5.5 および表 5.6 に示すとおりである． 
 









 表 5.6 では，報酬及びサービス提供による態度変容の継続性については，報酬があるな
ら参加する被験者が半数を上回っている．一方，報酬が無くても今回と同様のサービス提


































5.5  MM の視点から見た態度変容効果のミクロ分析 
 




5.5.1  態度変容率の算出方法 
態度変容率に関しては，SCOPE の社会実験で実施した被験者事前アンケート調査項目
の態度変容の意向の有無（y , n），被験者事後アンケート調査による態度変容の有無（y’ ,






あり，態度変容パターンは表 5.7 のように表わすことができる． 
 
 
表 7 態度変容した被験者パターン 
    事前ｱﾝｹｰﾄ 
事後ｱﾝｹｰﾄ 態度変容した 態度変容しない 
態度変容した （ y ∩ y’ ） （ n ∩ y’ ） 
態度変容しない （ y ∩ n’ ） （ n ∩ n’ ） 
 







𝐑 ＝  𝐫 (𝐲) ∙  𝐫(𝐲′)  ∙  𝐟𝐲|𝐲′  +   𝐫(𝐧) ∙  𝐫(𝐲




















表 5.8 態度変容率の推定結果 
被験者層 時期 
被験者態度変容割合（%） 
公共交通利用  エコルート エコドライブ  
A 群表 5.4 













B 群表 5.4 













※1 ( )は，SCOPE における態度変容率の数値 




合は態度変容割合が約 2 倍，公共交通転換については約 1.5 倍となり，活動報酬に応じて
態度変容を示す割合が高いことも読み取ることができる． 
















た柏市地球温暖化対策計画に記載されている運輸部門の年間 CO2排出量約 62 万 t から，1




予測補注 1)～2)を行った（表 5.9）． 全体の傾向として約 5%の削減効果が見込められ，活動報
酬に比例して効果が高まることが確認された．  
 
表 5.9 社会実験結果による CO2削減予測 補注 1)～2) 
サービスレベル 削減量 削減割合 
情報提供 29,179ｔ 4.7% 
情報提供及び活動報酬（低） 41,061ｔ 6.6% 





表 5.9 に示す CO2削減割合に，表 5.7 に示す事後アンケート調査から得られる今後の実
験参加意向の割合を乗じて CO2削減率割合を推定した結果を表 5.10 に示す．基本報酬を
付与することにより，概ね 5%程度の削減を達成できる可能性があると思われる． 
 
表 5.10 今後の継続利用意向を考慮した CO2削減割合 
サービスレベル 基本報酬無 基本報酬有 
情報提供 1.3% 3.6% 
情報提供及び活動報酬（低） 1.8% 5.0% 





















表 5.11 費用便益比 補注 3)～8) 
サービスレベル 基本報酬無 基本報酬有 
情報提供 11.47 0.62 
情報提供及び活動報酬（低） 1.06 0.49 
























第 5 章 補注 
 




3) 費用対効果（B/C）の算定期間は，5 年間とした． 
4)  CO2 貨幣価値：2,891 円/tCO2（公共事業評価の費用便益に関する技術指針（共通編），
平成 21 年 6 月 国土交通省）とした． 
5) 燃料費は，125 円/ℓ と設定した． 
6) システム費は，開発費（プログラミング，システム設定費，サーバ調達費），運用費及
びライセンス料（MM 支援システムの技術開発費を 3 年償却で全国の自治体数で除算
した値）に区別し，5 年間で 1 団体あたり 40,000 千円とした． 
7) 基本謝礼費は，社会実験と同様に初回 5000 円/人とし，継続利用として 5000 円/人と
設定した． 
8) 活動報酬費は，社会実験と同様に 1g の CO2削減に対するポイント付与のレートを 2
種類（低：0.05 円/g-CO2，高：0.10 円/g-CO2）設定した． 
9) SCOPE とは，情報通信技術（ICT）分野の研究開発における競争的資金であり，事例


















ナウキャストシミュレーションシステムの構築，ITSJapan，第 11 回 ITS シンポジウ
ム論文集，2012． 
5）小野晋太郎ほか．環境に配慮した効率的な交通行動への変容を促す生活活動情報フィ
ードバックシステムの開発，ITS Japan，第 12 回 ITS シンポジウム論文集，2014． 
6）光安皓ほか．環境に配慮した効率的な交通行動への変容を促す生活活動情報フィード








































































 KHL は，昭和 57 年に国鉄湊川貨物駅が機能停止したことを契機に，神戸市が用地買
収し ACT と同様コンペ方式により民間活力を導入した事例である．KHL の特徴として
は①多様な事業制度の利用，②コンペ方式，③協議会組織の結成が挙げられる． 
 
（３）横浜みなとみらい 21 (MM21) 












































表 6.1 対象事例の概要 
 
  
ACT KHL MM21 OBP 天王洲 湊町 西梅田 宮古市
1991（平成3年） 1985（昭和60年） 1983（昭和58年） 1976年（昭和51年） 1976（昭和51年） 1985（昭和60年） 1980（昭和55年） 2011年（平成24年）
4.3ha 23ha 25ha 26ha 22ha 17.5ha 10.6ha ―





































工業 工業 工業 工業 工業 工業 工業 商業、業務、宿泊
従
後
























表 6.2 各事例の開発プロセスの特徴 
 
  










































































































































































6.5 PPP 事業推進上の課題 
 
比較的円滑に推進された各プロジェクトにおいても，開発プロセスに内在している課題











































































































































































































































制度について考察する．表 6.3 に制度の規制・誘導項目と概要を示す． 
 
表 6.3 都市計画制度 






















































































































































































































































表 7.1 マネジメントシステム機能と合意形成内容 




























・共有 公共―地域住民 ・開発内容の概説 ・情報の共有化 
事業化 
初




































































































































































































































































































































サービスが構成される．態度変容支援システムのイメージを図 7.3 に示す． 
 
図 7.3 態度変容支援システムのイメージ 
 
（１）情報管理 
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